
世 帯 数 14,715 

（昭和58年8 月 1日現在）住民基本台帳から 

男 	25,564人 

女 	27,291人 

市 の 人 口 

52,855人 

① 	青森県五所川原市字岩木町12 	 〔毎月 2 回 1日’15日発行〕 
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市老人クラブ連合会（葛西専造会長）主催の第 9 回

老人スポーツ大会が 8 月 2 日、市民体育館に 58単位

老人クラフ’、およそ 800人のお年寄りが参加して行

われ、楽しいひとときを過ごしました。 

大会には、特別養護老人ホーム青山荘のお年寄り 8 

人も招かれ、友情の輪を広げました。 

おなじ色の色紙を持った相手と手をつないで走る嫁

婿探し競走やパン食い、風船割り競走などに応援席

から盛んな声援が飛び交っていました。 



県
は
こ
の
ほ
ど
、
当
市
が
国

土
庁
の
地
域
指
定
を
受
け
た
水

緑
都
市
モ
デ
ル
地
区
整
備
事
業

の
計
画
策
定
作
業
に
着
手
し
ま

し
た
。
 

こ
の
計
画
は
、
当
市
の
歴
史

的
、
地
理
的
条
件
等
の
特
性
を

踏
ま
え
て
、
水
と
緑
の
自
然
環

境
を
保
全
し

つ
つ
、
そ
れ
を
系

統
的
か
つ
多
目
的
に
整
備
・
活

用
し
、
新
た
な
個
性
や
魅
力
を

創
出
す
る
も
の
で
す
。
ま
ず
市

域
内
の
全
体
計
画
を
つ
く
り
一

部
が
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
実
施

さ
れ
ま
す
。
 

県
が
計

画
策
定
に

着
手
 

計
画
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
 

民
間
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
作
業

を
委
託
し
、
学
識
経
験
者
等
か

ら
な
る
計
画
策
定
委
員
会
や
事

務
レ
ベ
ル
で
の
計
画
策
定
幹
事

会
を
発
足
し
、
ま
た
市
民

の
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
等
幅
広

い
層
か
ら

の
意
見
を
吸
収
し
て

計
画
を
作
成
し
ま
す
。
 

な
お
、
こ
の
計
画
は
本
年
度

で
作
成
し
、
事
業
実
施
は
市
が

事
業
主
体
と
な
り
五
十
九
年
度

か
ら
六
十
一
年
度
ま
で
の
三
カ

年
と
な
る
予
定
で
す
。
 

昭和58年（1983年）8 月15日 	 広報こrしょがわら 
	

(549.J- 

い水緑都市モデル事業、） 
役所の仕事でお悩みの方 

行政管理庁では、当市住民の行政に関する苦情等の相談

に応じ、その解決を手助けするため、次の方を「行政相談

委員」に委嘱しております。 

五所川原市大字姥落字桜木 

一 	行政相談委員 坂 本 甚 作 （丑亘う3048番） 

五所川原市柳町 8 

行政相談委員 成 田 栄 一 （ff 3O28番） 

相談は、無料で口頭、電話、手紙のいずれの方法でもよ 

く、相談を受けた行政相談委員は、秘密を守り親身にお世 

話することになっています。 

相談の内容は 、役所の仕事に関することであれば何でも

よく、例えば、恩給、年金、登記、国税、保険、生活保護、 

環境衛生、農地、郵便、道路、交通、公営住宅、河川、公

害、その他一般許認可、国鉄、電々、専売、公団、公庫、 

事業団等のことが対象になります。 

す下水道 
(9月10日）は 

「全国下水道促進デー」です 

＊美しい川や海に 
美しい川や、安心して海水浴のできる

きれいな海になります。 

＊水が有効に利用できる 
下水処理場で処理した水は、さらにきれ

いにして、水資源の有効利用に役立てるこ

とができます。 

「下水道促進デー」 

下水道は海や川の汚れをな

くし皆様の安全、快適な生

活を確保するため欠＜こと

の出来ない施設です。 

早期整備を図るため、皆様

の理解と関心を深め推進す

る“日，，です。 

工事の期間中は何かとご迷惑をかけると

思います。 

お近くで下水道工事が行われる場合は、 

ご理解、ご協力をお願いいたします。 



番
 
号
 

街 区
番 号 面 	積 

用途地域 
街
区
 

番
号
  

m 坪 

1
  

【h
J
  

6
  

約 335 101 第一種住居
専用地域 

り
乙
  

7
  

。
ノ］
  

1' 	362 110 

3
  

7
  

。
J
  

F' 	360 109 

4
  

6
  

18 F' 	306 93 住居地域 

に
J
  

6
  

21 F' 	306 93 II 

6
  

33 。
ノ］
  

F' 	278 84 第一種住居
専用地域 

7
  

33 10 F' 	278 84 II 

8
  

29 19 F' 	281 85 II 

。
J
  

30 12 'F 	546 165 'F 

十
分
ま
で
 

入
札
 
午
後

一
時
四
十
分
か
 

・

ら
 ロ

と
こ
ろ
 
産
経
会
館
五
階
 

ホ
 
ル
 

ロ
公
売
の
方
法
 
一
般
競
争

入
札
 

・
 

ロ
土
地
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別
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お
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証
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す
る
も
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ロ
と
き
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二
十
五
日
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代
理
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場
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も
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（
木
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代
理
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札
す
る
場
合
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付
 
午
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時
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一
時
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必
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ク
保
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売
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駅
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ロ
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計
画
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（
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内
線
二
三
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、
二
三
五
番
）
 

へ
ど
う
ぞ
 

案
内
書
を
用
意
し
て
あ
り
ま

す
。
 

＊私たちのくらしが清潔に 
家庭や工場などから流れ出る汚水は、衛

生的に処理されます。また、蚊やハ工の発

生を防ぎ、伝染病の予防にも役立ちます。 

＊大雨がふっても大丈夫 
台風などで集中豪雨がふっても、家が浸

水する心配がな＜なります。 

③ 昭和58年（1983年）8 月15日 	 広報ごしょがわら 	 （549号） 

あなたのポケットに一冊 

59年版 県 民 手 帳 
頒価300円、お申込みは 9 月 6 日まで 

編集 青森県企画部統計課 

発行 青森県統計協会 10月下旬 

規格 15.0cm X 8.5cm最上手帳用紙使用 

装丁 極上ビニールクロス表紙（小口金箔塗） 

構成 日記編 106頁 資料編 86頁（別冊住所録付） 

使いやすさ、見やすさ、便利さ、かっこうよさをトコ 

トン追求した日記式手帳の決定版！! 

なお、お申し込みはなるべくお近くの行政連絡貝に 

お願いいたします。 

市総務課企画室（廿⑩2111番内線318~ 319j 

58年版 県勢グラフ 
頒価350円、お申込みは 9 月 6 日まで 

編集 青森県企画部統計課 

発行 青森県統計協会 10月下旬 

装丁 コート紙 

規格 A全判（88cmX62cm）折りたたんだ状態A5 判 

( 14. 8cm X 21cm）表紙カラー写真、表面 4 色刷 

裏面（青森県全図） 6 色刷 

住む人の熱意が伸は 

＊気持ちのよい水洗トイレ 
快適な水洗便所をつ＜ることができます。 

このため、家の中のいやな臭いがな＜なり、 

＜み取りの必要もな＜なります。 

③下水道工事にご協力をお願いしま 

今年度は、旭町・布屋町・川端町・本町・

柏原町・敷島町・末広町・幾島町・上平井 

町で管きよの築造工事を行います。 



今
度
の
改

正
で
、

出
稼

ぎ
等
に
行
っ

て
被
用
者
年

金
（
厚
生

年
金
等

）
に
加

入
し

て
い
る
期
間
を

農
業

者
年
金

の
受
給
資

格
の
算

定
基
礎
と
な

る
保
険
料

納

付
済
み
期
間
等

と
し

て
通

算
さ
れ

る
こ
と

に
な
り
ま

し
た
。
 

毎
年
六
カ
月
間
出
稼
ぎ

に
行

く
人
は
、
そ
の
出

稼
ぎ

期
間

（
 

短
期
被
用
者
年
金

期
間
と
い
い

ま
す
。
）
の
合
計
と
保
険
料

納
付

済
み
期
間
と
総
合
計
し

て
二
十

年
 
h期
間
短
縮
者

は
五
年
か
ら
 

と
さ
れ
ま

す
。
 

（
ロ
）
出
稼
ぎ

等
の
内
容

出
稼
ぎ

等
に
行
っ

た
場
合

は

被
用
者
年
金
の
被
保

険
者

と
な

る
わ
け
で
す
が
、

こ
の
場
合
、
 

①
船

員
保
険
の
任
意
継
続

被

保
険
者

と
な
っ

た
り
、

②
厚
生

年
金

の
第
四
種
被

保
険
者

と
な

っ
た
り
、

ま
た
、

③
農
林

年
金

の
任
意
継
続
組
合

貝
と
な

る
場

合
は
該
当
し
な
い

こ
と
に
な
り

ま
す
。
 

す
な
わ
ち
、

前
記

以
外

の
被

保
険
者
と

な
る
出
稼
ぎ

等
で

あ

れ
ば
よ
い
わ

け
で
す
。
 

十
年
（
期
間
短
縮
者

は
五
年
か

ら
十
九

年
）
以
上

あ
れ
ば

年
金

の
受
給
資

格
が
得
ら
れ

る
わ
け

で
す
が
、

年
金
額

は
、
保
険
料

を
納
付
し

た
期
間

に
応
じ

て
算

定
さ
れ
ま
す
。
 

す
な
わ
ち
、

保
険
料

納
付
済

み
期
間
十

年
、
短
期
被

用
者
年

金
期
間
十

年
の
人
が

も
ら

え
る

年
金
額

は
、
保
険
料
を

納
付
し

た
期
間
十

年
に
対
応
し

た
年
金

額
が
支
給

さ
れ

る
こ
と

に
な
り

ま
す
。
 

年
金

の
受
給
資
格
を
確
保

す

る
た
め
、

忘
れ
ず
に
届
け
出

を
 

農業者年金 
十
九
年
）
以
上

あ
れ
ば
、

年
金
 

（
ハ
）
出
稼
ぎ
期
間
の
届
け
出
 
し

て
く
だ
さ
い
。
 

の
受
給
資
格
が

得
ら
れ

る
こ
と
 
そ
の
出

稼
ぎ

期
間
が
、

短
期
 
△

届
け
出
期
限
 

に
な
り
ま
し

た
。
 

被
用
者
年
金

期
間
で

あ
る
旨

を
 
出

稼
ぎ
等
を
止

め
て
国
民

年
 

こ
の
場
合
、

短
期
被

用
者
年
 
基
金

に
届
け
出

た
場
合

に
初
め
 
金

の
被
保
険
者
資
格
を

再
取
得
 

金
期
間
と
さ
れ

る
出
稼
ぎ

期
間
 
て
「

短
期
被
用
者
年
金
期
間

」
 
し

た
日
か
ら
十
四
日

以
内
 

は
、
次
の
要
件
を
 
●

4
』
夫
一‘
・
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甘

、
ノ
？
目
、
十I●
4
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（●
 
△

届
け
出
に

満
た
す
こ
と
が
必
 
“

素
十
コ
ー
‘1
"
Iノレ
五

L"
'
?
‘
 

必
要
な
も
の
 

用
で
す
。
 

m
短
期
被

用
者
年
金
期
間

と

さ
れ
る
出
稼
ぎ

等
の
要
件
 

（イ
）
出
稼
ぎ

等
の
期
間

出
稼
ぎ
等
を
止
め

て
帰
っ

て

き
た
日

（
こ
の
日
は
被
用
者
年

金

〈厚
生
年
金
等

〉
の
被
保
険

者
の
資
格
を
喪

失
し

て
、
国
民

年
金

の
被
保
険

者
資
格
を
再
取

得
す
る
日
で

す
が

）
に
属
す
る

月
の
前

月
か
ら
起

算
し

て
、
過

去
一
年
間

に
お
い

て
、
農
業
者

年
金

の
被
保
険
者

期
間
が

四
カ

月
以
上

あ
る
こ

と
、
言
い

か
え

ま
す
と

こ
の

一
年
間

に
お
け
る

出
稼
ぎ
等

の
期
間
が
八

カ
月
以

下
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
 

し
た
が
っ

て
、
毎
年
八

カ
月

以
下
の
出
稼
ぎ

に
行
っ

て
い
る

場
合

は
短
期
被

用
者
年
金
期
間
 

と
さ
れ
ま
す
。
 

し
た
が
っ

て
、
他

の
要
件
を

満
た
し

て
い

て
も
届
け
出
を
し

な
い

と
認
め
ら
れ

な

い
こ
と

に

な
り
ま
す
か
ら
、

必
ず
農

協
で

手
続

き
を
し

て
く
だ

さ
い
。
 

（
ニ
）
短
期
被

用
者
年
金
期

間
の
適

用
 

法

の
施
行
日

ー
昭

和
五
十

年

一
月
一
日

に
出
稼
ぎ
中
の
場
合

に
は
、

そ
の
出

稼
ぎ

期
間
か
ら

ま
た
、

昭
和

五
十
年
一
月

一
日

に
農
業
者

年
金

の
被
保
険

者
で

あ
る
場
合

に
は
、

次
の
出
稼
ぎ

期
間
か
ら

短
期
被

用
者
年
金

期

間
と
算
定

さ
れ

る
こ
と

に
な
り

ま
す
。
 

②
出
稼
ぎ
者
の
午
ス
積
の
算
定

保
険
料
納
付

済
み
期
間
等
（
 

出
稼
ぎ

期
間
を
含

め
て
）
が

一
一
 ①

印
鑑
 

②
農
業
者

年
金
被

保
険
者
証
 

③
勤
務
先
が
発

行
し

た
被
用
者
 

年
金
加
入
期
間
証

明
書
 

△
届
け
出
先
 

農
業
協
同
組

合
 

△
お
願
い
 

勤
務
先
が

発
行
す
る
被

用
者
 

年
金
加
入
期
間
証

明
書

の
用
紙
 

は
農
業
協
同
組

合
に
あ
り
ま
す
。
 

出
稼
ぎ

に
出
る
と
き
証

明
書
 

の
用
紙
を

持
参
し
、

帰
る
 

と
き
に
事
業

主
に
証
明
し
 

て
も
ら
っ

て
き
て

く
だ
さ
 

※
詳
し

い
こ
と
は
、
農

協
か
農
業
委

貝
会

に
お
た

ず
ね
く
だ

さ
い
。
 

⑥
市
出
稼

対
策
係
 

農業者年金 

なやみ・心配・困りごとのご相談は 

市民相談室をご利用下さい 

市庁舎玄関から 2 階にのぽって左側に市民相談室を常時開 

設しています。 

◆交通事故の問題 

◆人権に関する問題 

◆心配ごとの相談 

◆役所の仕事でわからないこと、改めてほしいこと、離 

婚や扶養に関する家庭問題 

などに、次の専門家が当っております。 

●毎週水曜日は社会福祉協議会相談貝 2 人 

●毎週金曜日は五所川原人権擁護委員 1人 

●毎月第 2・ 4 水曜日は県交通事故相談所員 1人 

（場所 市民文化会館別館 2階） 

なお、行政相談委貝（坂本甚作氏、成田栄一氏）は随時相 

談に応じています。 

無料、秘密を守ります。 

広報ごしょがわら 	 （549号） ④ 昭和58年（1983年） 8 月15日 

ジガスは 

安全に使いましょう 
県鉱政保安課 

い第九回五所川原高校音楽部定期演奏会阜 

き 8 月27日（土）午後 6 時開演 ロと 

ロところ 市民文化会館ホール 

ロ入場料 無 料 

OG・OB賛助出演 

1．ガス配管について 

あなたのガス配管は、埋設管になっていませんか。埋設管は、 

昭和54年 4 月 1日からは防しょく措置をしたものでなければ使用

できないことになっております。 

最近のガス事故は、埋設管からのものが多くなっています。防

しょく措置をしていない埋設管は、いますぐ改善しましょう。改

善にあたっては、次の工法があります。 

⑦ 埋設管工法 防しょく措置を施した上、埋設する。 

（ィ） 露出管工法 防しょく措置を施した上、露出配管する。 

しかし、埋設管工法にすると事故が発生した場合の発見、事故

処理等に時間と経費がかかりますゆで、露出管工法をおすすめし

ます。 

詳細については、プロパンガス販売店にご相談ください。 

2 ．ガス漏れ警報器の設置について 

あなたの所では、ガス漏れ警報器を備えていますか。 

ガスコンロが原因のガス漏れ事故が多くなっています。 （点火

ミス、煮こぼれ・．』、きこぽれ等による立消え、元せんコックの不

完全閉止等） 

このようなうっかりミスは、ガス漏れ警報器を備えることによ

り大部分がすぐ発見され、事故を未然に防ぐことができます。 

アパート、マンション、旅館・ホテル、病院、学校、マーケ 7 
ト、料理飲食店等多数の者が出入し、又は多数の者が居住する施

設は、法令によりガス漏れ警報器の設置が義務付けられています

が、プロパンガス事故の未然防止のためには一般家庭においても

積極的に備えるよう心がけましょう。 

ガス漏れ警報器入手の方法についてはプロパンガス販売店にご

相談ください。 



市立図書館 

囲図囚図圏 
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書 	名 著者名 書 	名 著者名 

草の根の維新 桜沢 一昭 家 の 旗 小林 信彦 

原
人
 
敬
び
 
か
」

と
 
め
 
る
 

原 全一郎 ばあばらぶう 草野 心平 

原爆を読む 水
 
田
九
 

八
 
一
 

白
い
 

危険な旅 胡桃沢耕史 

成熟の 

日本経済 清水 嘉治 
十一番目の 

志士 
司馬遼太郎 

現代の宇宙論 佐藤 文隆 夢 の 壁 加藤 幸子 

桓檀古記 鹿島 	昇 イタリア遺聞 塩野 七生 

地方の 
時代と産業 

笹森 	正 居酒屋兆治 山口 	瞳 

世界を 
行動する 

田中 清玄 
21世紀への 

演出者たち 
落合 信彦 

暮らしの税金 井上 隆司 
新生日本の 

立役者 猪木 正道 

語り継ぐ 
災害の体験 

全国 
防災協会 平安の春 角田 文衛 

ガンと闘う 
家族の本 

河野 友信 自
 
分
 
史

っ
 
の

く
 

方
  

猪狩 	章 

テレピ的思考 新藤 	謙 私の手が語る 本田宗一郎 

自閉児を 
社会参加へ 水野佐知子 男と女の 

交差点 
円地 文子 

マイホームの
法律教室 

菊本 治男 佐川君からの
手紙 

唐 	十郎 

新
 
編
折
 
々
 
の
 
、
 

 -
J
 

た
 

大岡 	信 
サラダ・バー 
の女たち 

菅原真理子 

農協の話 永田 正造 
し、」っしよ うlナ
ス一ゲ）、、生きま
しよ う 

永井 次代 

農
 
書
 
に
歴
 

史
 
あ
 

1
  

東畑 精一 雪の手みやげ 水野 スウ 

南部の歌枕 四戸 俊一 珍獣戯話 吉行淳之介 

平山栄蔵と 
子どもたち 平山 栄蔵 外食王の飢え 城山 三郎 

●

ぐ
、

っ
 
て
一
 
た
 
い
 

生
も
 
み
度
 

杉原美津子 黒船屋の女 栗本 	薫 

ーゴ
マ
｝
ソ
彦
影
一
 
（
 

提
言
コ

、
 

ロ
テ
ー
マ
 
「魅
力
あ
る
わ
が

ま
ち
の
未
来
像

」
 

ロ
応
募
資
格
 
県

内
在
住
の

中
学
生
・
高
校
生
及
び

一
般
 

（
大
学
生
を
含
む
。
）
 

ロ
原
稿
枚
数
 
四
百
字
詰
原

稿
用
紙
五
枚
程
度
 

ロ
応
募
方
法
 
作
文

・
提
言

の
ほ
か
、

次
の
事
項
を
原

稿
用

紙
の
末
屠

に
記
入
し
、

あ
て
先

へ
送
付
し
て
下
さ
い
。
 

▽
中
学
生
及
び

高
校
生
 
①

学
校
所
在
地

②
学
校
名
③
学

年
 
 

④
氏

名
（
ふ

り
が
な
）
⑤
性

別

▽
一
般
 
①
住
所

（
電
話
番

号
）
②
氏

名
（

ふ
り
が

な
）
③

性
別
④
年
齢

⑤
職
業
 

ロ
あ
て
先
 
市
総

務
課
広

報

係
（
云
⑩

2
1
1
1

内
線

3
2
 

1
)
  ロ

募
集
期
限
 
九

月
十
日
 

（
当
日
消
印
有
効
）
 

ロ
賞
及
び
賞
品
 
①
最

優
秀

賞
（
一

名
）
賞
状
、

楯
、
副
賞

②
優
秀

賞

（
二
名
）
賞
状
、

楯
、
 

副
賞
③
入

選
（
若

干
名
）
賞

状
、
 

副
賞
 

ロ
発
表
 
入

賞
発

表
は
、
十

月
上
旬
に
行
い
、

各
入
賞
者

へ

通
知
し

ま
す
。
 

ロ
そ
の
他
 
①
応
募
作

品
は
、
 

自
作

の
未
発
表
の
も
の

に
限
り

ま
す
。

②
応
募
作

品
は
、
返
却

し
ま
せ
ん
。

③
入

賞
作
品
の
版

権
は
、
青
森

県
に
帰
属
し
ま
す
。
 

ロ
お
問
合
わ
せ
先
 

青
森
県
総

務
部
地

方
課
（
振

興
班

）
 
（廿
0
1
7
7
①

1
1
 

1
1
内
線

2
0
6

4
)
 

木
立
か
ら
降

り
注
ぐ

よ
う
に

聞

こ
え
る
セ
ミ
の
声
 
セ
ミ

時
雨
は
夏
の
風

物
詩
の
ー

つ
で

す
。
 

セ
ミ
時

雨
と
い

う
と
ミ

ー
ン

ミ
ン
ミ
ン

と
鳴
く
ミ
ン

ミ
ン
ゼ

ミ
を
思
い
浮

か
べ
ま
す
が
、

ほ

か
の
種
類

の
セ
ミ
は
ど
ん
な
鳴

き
方
を

す
る
の
で

し
ょ
う
。

試

み
に
百

科
事
典

（
万
有
百
科
事

典
ー
小
学
館

）
か
ら
、

い
く
つ

か
セ
ミ
の

鳴
き
声
を
拾
っ

て
み
 
 

ま
し

た
。
お
分
か
り
で
す
か
。
 

ギ
ー
ギ

ー
 

カ
ナ
カ
ナ
 

ム
ゼ

ー
 

ム
ゼ

ー
 

ウ
ィ
ー
ン
 
ウ
ィ

ー
ン
 

ミ
ョ
ー
キ

ン
ケ
ケ
ケ
 

オ
ー
シ

イ
ツ
ク

ツ
ク
 

鳴
き
声

に
も

い
ろ
い
ろ
 

あ
る
も
の
で

す
ね
。
 

セ
ミ
は
幼
虫

の
期
間
を

数
年
 

か
ら
、

長
い
も

の
で
は
十
七

年
 

セ
ミ
時

雨
 

も
土

の
中
で
暮
ら
し
、

成
虫
に

な
っ

て
か
ら

は
、
 
一
ー
二
週
間

し
か
生
き
ら
れ

な
い
そ

う
で
す
。
 

短
い
地
上
で

の
生
活
を
鳴

く
こ

と
で
自
分
の
存
在
を

示
す
 

こ
う
い
う
こ

と
を
考

え
な
が

ら

セ
ミ
の
声
を
聞
く
と
、

自
然

の

生
命

の
尊
さ
を
感
じ

さ
せ
ら
れ

ま
す
。
 

七
月
は
自
然

に
親
し

む
絶
好

の
季
節
。

総
理
府

の
 
「自
然
保
 
 

護
に
関
す

る
世
論

調
査
」
 
（
昭

和
五
十
六

年
六
月
調
査

）
に
よ

る
と
「

自
然
を
保
護
す
る
こ

と

は
大
切
な

こ
と
か
ど
う
か

」
 
と

い
う
質
問

に
対
し
、

九
四
％
が

大
切
だ
と
答
え
て
い

ま
す
。

そ

し
て
自
然
保
護
へ
の
関
心

に
つ

い
て
は
、

七
三
％
が

関
心
が

あ

る
と
答

え
て
い
ま
す
。
 

毎
年
七
月
二

十

一
日
か
ら
八

月
二

十
日
ま
で
、

環
境
庁
主
催

で
 
「自
然

に
親
し

む
運
動
」
 
が

行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
期
間
の
行

事

の

ー
つ
と
し
て
、
七
月
二

十

七
、

二
十
八
日

の
二
日
間
、
霧

島
屋
久

国
立
公
園

内
の
指

宿
地

区
で
、

第
二

十
五
回
「

自
然
公

園
大
会

」
が
開
催
さ
れ

ま
す
。
 

本
文
中
の

セ
ミ
の
鳴
き
声

は
、
 

順
に
エ
ゾ

ゼ
ミ
、
ヒ
グ
ラ
シ
、
 

ハ
ル
ゼ
ミ
、
 ヒ
メ

ハ
ル
ゼ
ミ
、
 

ミ

ョ
ー
キ
ン
ゼ
ミ
、
ツ
ク
ツ
ク

ホ
ウ
シ
で

す
。
 

し
が
ま
つ
こ
 

先日行われたヤングフェスティバル。利用者 一 

相互の交流をはかるというまことしやかな目的 ‘ 

で、その実、集団見合があちこちで繰り広げら 

れていたのでした。 

今回めでたくカップルになられた方、おめで 

とうさん。あぶれた方はまたの機会を 

市勤労青少年ホーム 
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健
康
手
帳
を
受
付
 

と
、
六
十
五
歳
 

以
上

七
＋
歳
未
 

満
で
寝
た
き
り
 

「
健
康
手
帳

」
は
、

健
康
と

病
気
の
状
態
を

体
系
的

に
ま
と

め
て
記
録
し
、

体
の
状

態
が
す

ぐ
わ
か
る
よ
う
に
す
る
た
め
の

も
の
で

す
。
 

ま
た
、

七
十
歳

以
上

の
か
た
 

の
状
態
の
か
た
は
、

老
人

保
健

法
に
よ
る
医
療
を

受
け
る
資

格

が
あ
る
か
ど

う
か
を
証

明
す

る

も
の
で

す
。

お
医
者
さ
ん

に
か

か
る
と

き
は
必

ず
持
参

す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
 

お
も
な
内
容
 

健
康
手
帳

に
は
次
の
内
容
が
 

盛
り
込
ま
れ
て
い

ま

す
。
 

ど
の
記
録
 

目
 
成
人

病
の
予

防
や
健

康
な

生
活
を

お
く
る
た
め
の

知
識

交
付
が

受
け
ら
れ

る
か
た

健
康
手
帳
が

交
付

さ
れ
る
か

た
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。
 

七
十
歳

以
上

の
か
た
 

六
十
五
歳
以
上
七
＋
歳

未
 

⑩
 
健
康
診

査

の
記
録
 

回
 
老
人

保
健
法

に
よ
る
医

療

受
給
対
象
者

に
交
付

さ
れ
る

手
帳

に
は
「
医
療
受
給
者
証

」
 

お
よ
び
「

医
療
の
記
録

」
 

O
 
健
康
教

育
、

健
康
相
談
な
 

体
の
状

態
を
記
録
 0 

0 

望
す
る
か
た
。
 

市
で

は
、
ウ

の
該
当
者

に
は
、
 

満
の

か
た
で
寝
た
き
り
な
ど

の
状
態
の

か
た
（
ア
と

イ
の

か
た
に
は
交
付
済

）
 

ア
と
イ
の
要

件
を
除
い

た

四
十
歳

以
上

の
か
た
で

健
康

診
査
、

健
康
相

談
、
機
能

訓

練
を
受
け
た
か
た
、

ま
た
は

こ
れ
か
ら
受
け
る
こ
と
を

希
 

市
役
所
本

庁
と
支
所
窓

口
で
交

付
し

ま
す
。
 

希
望
者

は
、
「
健
康
保
険
証

」
 

を
持
参

の
う
え
、

交
付
を

受
け

て
く
だ

さ
い
。
 

◇
 
◇
 

児
童
扶
養
手
当
現
況

届
 

特
別
児
童
扶
養
手
当
所
得

状
況
届
に

つ
い
て
 

受
給
者

の
方
は
、
毎
年
一
回
 

O
持
参
す
る
も

の
 

八
月
に
そ
の

年
の
八

月
一
日

現
 

児
童
扶
養
手

当
証
書
、

印
鑑
、
 

在

の
状
況
を
届
け
出

る
事
に
な
 
そ
の
他

別
表
を
参

照
し
て
下
 

っ
て
い
ま
す
。

別
表

に
定
め
る
 

さ
い
。
 

関
係
書
類

を
添
付
し
届
け
出
を
 

O
提
出
先
 

し
て
下
さ
い
。

こ
の
届
を
し

な
 
市

福
祉
事

務
所
、

児
童
係
 

け
れ
ば

八
月
以
降
の
手
当
を

受
 
現
況

届
、
申
立
書

の
用
紙
は
 

け
る
こ
と
が

出
来
な
く
な
り
ま
 
係
で

用
意
し

て
あ
り
ま
す
。
 

す
。
 

O
提
出
期
間
 

◇
◇
 
◇
◇
 

八
月
十

一
日

ー
 

八
月
二
十
二
日
 

◇
◇
 
◇
◇
 

昭和58年（1983年）8月15日 広報ごしょがわら 	 （549号） ⑥ 

      

      

児童扶養手当現況届添付書類 

区 分 添 	付 	書 	類 

離 婚 1 世帯全貝の住民票 

死 亡 1 世帯全員の住民票 

遺 棄 
1 
2 

世」二帯全貝のf王民県 
本人の申工’二書及び福祉事務所長等 
の言正「男 

拘 禁 
1 
2 

世帯全貝の住民票 
刑務所長等の証明 

未 婚 の 母 
1 
2 

世帯全貝の住民票 
対象児童の戸籍謄（抄）本 

生 死 不 明 1 
2 

世帯全貝の住民票 
福祉事務所・警察等の証明 

養 育 	者 
1 
2 

世帯全貝の住民票 
養育申立書及び民生委貝等の証明 

母の別居監護 l 帯曹鍋召靖塁書及び学校長等の 
言正日月 

他
か
 

他
県
ら
 
市
を

の
 
町
含

転
 
村
む
入
 
く

？
者
  

58年1月 2 日以降に転入した場合、 
前住地の市町村長の57年分所得証明 

乳幼児の健康診査 
乳幼児の健康診査と健康相談を次の日程で行います。 

該当する赤ちゃんには受診させるようにして下さい。 

ロ受 付 時 間 午後1時～ 1時30分まで 

ロ持参するもの 母子健康手帳、バスタオル 

現在病気治療中か他の医療機関で健康診査を受けて 

いる乳幼児はご遠慮下さい。 

6 カ月児、 1歳児は健康相談のみです。 

1歳6 カ月児に限り歯科衛生指導も行います。 

ロお願い 3 歳児健診は、尿検査も行いますので、当 

日きれいに洗った小びんに尿を入れてもっ 

てきてください。 

ロところ いずれも保健センター（新町バス停前） 

月 	齢 対 	象 	児 と 	き 

3 カ月児 S 58年 5 月生まれ 9 月13日 

6 カ月児 S 58年 2 月生まれ 9 月20日 

1 歳児 S 57年8 月生まれ 9 月26日 

1歳6 カ月児 S57年 3 月生まれ 9 月27日 

3 歳 児 S55年 5 月生まれ 9 月16日 

婦人病検診を受付け 
／二戸 

ま“ 	い対象は30歳以上の方 

市では、30歳以上の婦人を対象に、婦人病（子宮がん）検診を 

行います。 

対象の方は、検診を受けるようにしてください。 

ロ受 付 期 間 

8 月22日（月）から 8 月31日困まで（日曜日は除く。） 

※電話でも受け付けします。 

ロ申 し 込み先 

市保険衛生課、市農協、津軽中央農協、七和農協の本庁、各支 

所へ住所、氏名、年齢、世帯主名、電話番号を添えてお申し込 

みください。 

ロ検 診 月 日 

9 月28日、29日、30日、10月 5 日、 6 日、12日、13日の7日間 

口検 診 場 所 

市保健センター（新町） 

ロ検 診 料 金 

国保加入者は400円。その他の保険加入者は1,500円。 

（検診当日、保険証をご持参ください。） 

ロお問い合わせ先 

これらについて、疑問の点は、市保険衛生課予防衛生係 

（廿⑩21 11 内線270番）へお問い合わせください。 

ロ健康手帳の交付 

検診を受けた方には、健康手帳を交付しますので、交付希望者 

は印鑑を持参してください。 

,+"T 



た
こ
と
を
申
し
添
え
ま
す
。
 

ロ
レ
」
 
者

、
 

八
月
二
十

六
日

（
金
）
 

午
後

一
時
 

医
師
会

と
家
庭
を
結
ぶ
「

み

ん
な
の

健
康
教
室

」
 
を次
の
日

程
で
開
催
し

ま
す

o
 

な
お
、
都
合
に
よ
り
、

テ
ー
 

マ
、
講
師
が

変
更
に
な

り
ま
し
 

ク
み
ん
な

の
健
康
教
室
4
 

ロ
と
こ
ろ
 

保
健
セ
ン
タ

ー
 

ロ
テ
ー

マ
 

自
分
で
出
来

る
尿
（
お
し
っ
 

こ
）
の
健
康
相
談
 

ロ
講
 
師
 

中
村
謙

治

氏
 

口
希
望
す
る

方
に
は
、

無
料
検
 

尿
を
行
い

ま
す
。
 

ク
西
北
五
社
会

教
育

振
興
大

会
を

開
催
4
 

今
年
度
も
「

地
域
ぐ

る
み
青

少
年
健
全

育
成
の
あ
り
方
を
考

え
よ
う
」
と
い
う
テ
ー
マ
で

深

浦
町
で

開
催
さ
れ

る
こ
と
に
な

り
ま
し

た
。
社
会
教
育
関
係
者

多
数
の
出
席
を

望
ん
で

い
ま
す
。
 

ロ
と
き
 
九

月
五
日

（月
）
 

午
前
十
時

か
ら
午
後

三
時
三
十

分
ま
で
 

ロ
と
こ
ろ
 
深
浦
町
役
場
 

（
深
浦
町
町
民
総

合
セ
ン
タ

ー
）
 

ロ
メ
ー
ン

テ
ー

マ
 
「
地
域

ぐ
る
み
の
青
少

年
健
全
育
成

の

あ
り
方
を
考
え

よ
う
」
 

ロ
参
加
料
 
五
百

円
（
昼
食

代
含

む
）
 

ロ
締
切
り
 
八

月
二
十
九
日
 

（
月
）
 

ロ
申
込
み

先
 
市
教

育
委

員

会
社
会

教
育
課

（
廿
⑩
二

一
一
 

前
九
時

か
ら
正
午
ま
で
。
 

1
1
1
内
線

2
5
0
)
 

「
ス
ポ
ー
ツ
教
室
」
を
開
催
 

一
内
線
二
五
〇
）
 

ロ
そ
の
他
 
当
日

午
前
八
時
、
 

市
民

文
化
会
館
前

か
ら
バ

ス
が
 

出
ま
す
の
で

乗
車
さ
れ

る
方
は
、
 

そ
の
旨

お
知
ら

せ
下
さ
い
。
 

ロ
と
き
 
八

月
ニ

十
五
日
 

ロ
と
こ
ろ
 
市
民

体
育
館
 

（
日
）
か
ら
十
一
月
二
十

四
日
 

ロ
お
問
合
わ

せ
 
市
教

育
委
 

（
木
）
ま
で
。

毎
週
木
曜
日

午
前
 

員
会
・

保
健
体

育
課

（
。
⑩
2
 

ロ
種
目
 
ス
ト

レ
ッ
チ
体
操
 
口

主
催
 
市
教

育
委
員
会

と
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
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積極的に結核検診を受けましよう 
結核を早い機会に見つけるために、結核予防法第 4 条、 7 条に基づいて行f 

われる定期検診です。16歳以上の市民が対象です。 

レントゲン撮影は着衣のままで出来ますが、金具（ネックレス等）は外して

ください。 

レントゲン撮影時間は、 1人当り20秒くらいです。配布の受診票にご記入の

上ご持参ください。都合の良い場所で受診してください。料金は無料です。 

なお、くわしいことを知りたい方は市保険衛生課（廿⑩2111番内線270番） 

月 	日 地 区 名 場 	 所 時 	刻 

9 月 5 日 

馬 性 馬 性 集 会 所 前 9 : 30- 9 : 50 
~ 

月り 
~一 

i包 山 内 	啓 司 宅 前 10 : O0-iO : 20 

中 村 小 野 千代造 宅 前 10 : 30-b0 : 50 

一 野 坪 対 馬 	静 賢 宅 前 li: 00一-li : 20 

石 畑 小 野 	修 → 宅 前 ii: 30-li : 50 

太 刀 打 山 形 豊太郎 宅 前 12 : 00-12 : 20 

桃 崎 葛 西 勘之丞 宅 前 13: 20-13 :40 

尻 無 新 谷 電 気 商 会 前 13 : 50-14 :10 

+ 十 川 集 会 所 前 14: 20-14 :40 

9 月 6 日 

俵 元 俵 元 集 会 所 前 9 : 30- 9 : 50 

羽 野 木 沢 コミュニテイセンター七和 10: 00-10 : 20 
持 子 沢 三 	上 	商 	店 	前 10: 30-10 :50 
原 子 コミュニテイハウス 原子 11:00--li: 20 
原 子 阿 部 	タ 寿 宅 前 11:3o--ii :50 

前 田 野 目 西 	塚 	商 	店 	前 12 : 50- 13 :10 
前 田 野 目 老人ホームあ かね荘前 13 : 20-13 : 40 
前 田 野 目 大 	坂 	登 宅 前 13: 50-14 :10 

高 野 高 野 文 化 セ ン 夕 一 14: 20-15 : 00 

9 月 7 日 

悪 戸 コミュニテイセンター松島 9 : 30- 9 : 50 

宮 田 渋 谷 	六 郎 宅 前 10: 00-lO : 20 

川 代 田 工 藤 甚一郎 宅 前 10: 30-10 :50 

金 山 金 山 児 童 館 前 Ii! 00-li: 20 

漆 木 村 キ ン コ 宅 前 1i 】 30-li : 50 
吹 畑 毛 内 	光 春 宅 前 13: 20-13 : 40 
米 田 安 田 	俊 夫 宅 前 13 : 50- 14 : 20 
~日 市 内 保 健 セ ン タ ー 前 14 : 40-15 : 30 

9 月 8 日 

豊 成 工 藤 	友 衛 宅 前 9 】30- 9:50 

福 山 伊 藤 	獣 医 宅 前 10: 00-lO :20 
野 里 野 里 集 会 所 前 10【 30-il: 00 
神 ． 山 成 田 	直 正 宅 前 11:10-li: 40 
松 野 木 仙 庭 	幸 市 宅 前 13: 00-13 : 20 
戸 沢 斎 藤 製 米 所 前 13:30一一13:50 
石 田 坂 石 田 坂 公 民 館 前 14: 00-14 :20 
若 山 若 山 公 民 館 前 14: 30-14 :50 
福 岡 佐 々 木 商 店 前 15: 00-115 : 20 

9 月 9 日 

朝 日・興 隆 興 隆 集 会 所 前 9: 30- 9 : 50 
飯 詰 秋 	元 	商 	店 	前 10 : 00- 10 : 40 
飯 詰 飯 	詰 	支 	所 	前 10: 50-11: 30 
飯 詰 新 	岡 兵 三 宅 前 13: 00-13 : 30 
飯 詰 下 岩 崎 集 会 所 前 13: 40-i4 :10 
飯 詰 浜 舘 長左エ門 宅 前 14: 20-14 : 40 
飯 詰 野 宮 	義 造 宅 前 14: 50-15 :10 

圃園圏圃回口圏因圏 
I午前10:00~ 12:oo\ 
、午後 1:30~ 4:00ノ 

9 月1日 保 健 所 コミュニテイセンター栄 

16日 青 山 荘 西 北 中 央 病 院 

園 圃 
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A
ユ
 

台
風

の
被
書
を
最
小
眼

に
食
い
止
め
る
に
は
、
 

／

ノ
］
ー
 

わ
た
し
た
ち
自

身
の
日
ご

ろ
の
心
構
え
が
最
も
 

ノ
Z
 
大
切
で

す
。
そ
こ
で
、

台
風
シ

ー
ズ
ン
を
前
に
、
 

わ
た
し
た
ち
が
災
害
か
ら

生
命
、

財
産
を
守
る

た
め
に
気
を

つ
け
た
い
点
を
見

て
み
ま
し
ょ
う
。
 

ニ

rズ
ン
に
備
え
タ

‘
 

『
、
、＼

 

大きさの分類 強さの分類 

程 度 1000ミ リノぐ―ル
の等圧線の半径 階 級 中心気圧 

ごく小さい 100km未満 弱 い 990ミリパール以上 

小 型（小さい） 100-200未満 な み 960-989 

中 型（な み） 200-300未満 強 い 930-959 

大 型（大きい） 300-600未満 非常に強い 900-929 

超大型（非常に大きい） 600以上 猛烈な 900未満 

〈
い
ざ
と
い
う
と
き
に
備
え
て
…
…
〉
 

▼
自
分
た
ち
が
住
ん
で
い
る
地
域
で

は
ど
ん
な
災
害
が
起

こ
り
や
す
い
か

を
調
べ
、
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に

備
え
て
安
全
な
避
難
場
所
と
避
難
経

路
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
 

▼
停
電
し
た
ら
真
っ
暗
や
み
 

こ

れ
で
は
、
お
手
上
げ
の
状
態
で
す
。
 

懐
中
電
燈
、
 ロ
ウ
ソ
ク
、
ト
ラ
ン
ジ

ス
タ
・
ラ
ジ
オ
な
ど
を
用
意
し
て
お

き
ま
し
ょ

、つ
。
 

▼
避
難
す
る
と
き
の
携
行
品
を
非
常

袋
に
入
れ
、
す
ぐ
持
ち
出
せ
る
と
こ

ろ
に
置
い
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
 

非
常
袋
に
は
水
に
ぬ
れ
て
も
文
字

が
消
え
な
い
筆
記
用
具
な
ど
で
家
族

の
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
血
液

型
、
避
難
予
定
地
な
ど
を
記
入
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。
 

▼
お
年
寄
り
、
子
供
、
病
人
な
ど
の
 
 

た
め
に
、
ふ
だ
ん
か
ら
安
全
な
場
所

を
確
保
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
 

〈
台
風
が
近
づ
い
た
ら
…
…
〉
 

▼
ラ
ジ
オ
、
テ
レ
ビ
の
台
風
情
報
を

よ
く
聞
い
て
対
策
を

た
て
ま
し
ょ
う
。
 

▼
家
屋
、
塀
な
ど
を
補
強
し
、
溝
や

下
水
の
流
れ
を
よ
く
し
て
お
き
ま
し

よ
、つ
。
 

〈
避
難
す
る
と
き
に
は
：
ー
〉
 

▼
ま
ず
、
お
年
寄
り
、
子
供
、
病
人

を
早
め
に
避
難
さ
せ
る
こ
と
で
す
。
 

▼
災
害
状
況
を
軽
く
み
な

い
こ
と
。
 

デ
マ
に
惑
わ
さ
れ
ず
に
、
消
防
、
警

察
な
ど
の
防
災
機
関
の
広
報
に
注
意

し
ま
し
ょ
、つ
。
 

▼
服
装
は
行
動
し
や
す
い
も

の
が
何

よ
り
で
す
。
と
く
に
頭
に
は
（
ル
メ

ツ
ト
、
ま
た
は
厚
手
の
帽
子
を
か
ぶ

り
、
靴
は
底
の
丈
夫
な
ズ
ッ
ク
靴
が

最
適
。
手
袋
も
用
意
し
ま
し
ょ
う
。
 

「強
い
風
と
雨
を
伴
っ
た
ク大
型
4
で

クな
み
4
の
台
風
〇
〇
号
が
、
進
路
を

北
北
東
に
変
え
 

」
 

台
風
の
動
き
が
気
に
な
っ
て
テ
レ

ビ
や
ラ
ジ
オ
の
ス
イ
ッ
チ
を
ひ
ね
る

と
、
「強
い
、
な
み
、
大
型
、
小
型
」
 

と
い
っ
た
言
葉
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。
 

も
ち
ろ
ん
こ
れ
ら
は
台
風
の
規
模
を

表
現
し
た
も
の
で
す
が
、
 い
っ
た
い

何
を
基
準
に
し
て
い
る
の
か
ま
で
は
、
 

あ
ま
り
知
ら
れ
て
な
い
よ
う
で
す
。
 

八
月
は
台
風
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
 

適
切
な
防
災
体
制
を
す
ぐ
と
れ
る
よ

う
に
、
ま
ず
は
台
風
の
正
確
な
規
模

を
判
断
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
ょ
 

、つ
。
 

〈
強
・
弱
〉
 

水
が
高
い
所
か
ら
低
い
所
に
流
れ

る
よ
う
に
、
地
球
上
の
大
気
も
気
圧
 
 

の
高
い
ほ
う
か
ら
低
い
ほ
う
に
向
か

っ
て
流
れ
込
む
性
質
が
あ
り
ま
す
。
 

台
風
は
低
気
圧
の
一
種
で
す
か
ら
、
 

周
り
の
空
気

は
、
気
圧
が
非
常
に
低

く
な
っ
て
い
る
台
風
の
中
心
に
向
か

っ
て
、
猛
烈
な
勢
い
で
吹
き
込
む

こ

と
に
な
り
ま
す
。
 

つ
ま
り
、
台
風
の
中
心
気
圧
が
、
 

周
り
の
気
圧
よ
り
低
け
れ
ば
低
い
ほ

ど
風
が
強
く
吹
き
込
む
の
で
 
カ強
い

台
風
4
、逆
に
周
り
の
気
圧
に
近
け
れ

ば
近
い
ほ
ど
 
“弱
い
台
風
4
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

〈
大
・
小
〉
 

次
に
、
台
風
の
大
き
さ
は
ど

の
よ

う
に
表
す
の
で
し
ょ
う
か
。
 

台
風
を
矢
気
図
に
表
わ
す
と
、
そ

の
周
辺
の
等
圧
線

は
木
の
年
輪
の
よ

う
な
同
心
円
状
と
な
り
ま
す
。
そ
の

中
の

一
〇
〇
〇
ミ
リ
バ
ー
ル
の
等
圧

線
を
基
準
に
し
、
半
径
の
大
き
さ
で

台
風
の
大
小
を
決
め
ま
す
。
 

例
え
ば
、
半
径
が
二
〇
〇
キ

ロ
か

ら
三
〇
〇
キ

ロ
を
中
型
（
な
み
）
の

台
風
、
三
〇
〇
キ

ロ
か
ら
六
〇
〇
キ

ロ
を
大
型

（
大
き
い
）
の
台
風
と
呼

ぶ
わ
け
で
す
。
 

“
天
災
は
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て
く

る
ク
有
名
な
こ
と
わ
ざ
を
家
族
全
員
 

し
か
し
、

“小
型
で
な
み
刀
の
台
風

だ
か
ら
と
い
っ
て
、
決
し
て
安
心
し

て
は
い
け
ま
せ
ん
。
局
地
的
に
強
い

風
や
雨
を
も
た
ら
す
こ
と
が
よ
く
あ

リ
ま
す
。
 

ま
た
、
台
風
が
遠
い
南
の
洋
上
に

あ
っ
て
も
、
日
本
付
近
に
低
気
圧
や

前
線
が
あ
る
と
、
台
風
の
刺
激
を
受

け
て
局
地
的
な
大
雨
を
降

ら
せ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
 

で
肝
に
銘
じ
て
、
台
風
に
よ
る
災
害

を
最
小
限
に
防
止
し
た
い
も
の
で
す
。
 

日
ご

ろ
の
備
え
を

万
全
に
 

1

台
風

の
ク
強
さ
4
と
 

ク
大
 

」
 

き
さ

ク
を
知
ろ
う
 

台風の大きさ、強さの表現 

広
報
紙

の
早
期
配

布
に
ご

協
力
下
さ
い
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